
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新撰組」 と箱モノは最優先 

 

馬
場
市
長
が
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
新
た
な
「
行
革
」
の
内
容
が
、
九

月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
中
間
報
告
書

で
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
小
学
校
・

保
育
園
の
給
食
調
理
業
務
、
公
立
保

育
園
、
学
童
ク
ラ
ブ
、
図
書
館
、
学

校
用
務
員
の
民
間
委
託
な
ど
が
進
め

ら
れ
、
関
係
す
る
職
員
は
二
五
〇
人

削
減
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
小
学
校
、
幼
稚
園
の
統
廃

合
、
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
や
高
齢
者
の
健
康
管
理
手
当
て
の

削
減
、
下
水
道
料
金
、
保
育
料
の
値

上
げ
な
ど
、
行
政
の
「
効
率
化
」

「
コ
ス
ト
の
削
減
」
の
名
の
下
に
、

子
ど
も
や
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
、

も
っ
と
も
弱
い
と
こ
ろ
に
重
い
負
担

を
課
す
計
画
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い

ま
す
。 

 

そ
の
一
方
で
「
新
撰
組
の
ふ
る
さ

と
日
野
・
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新
た
な

観
光
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
っ
て
『
道

の
駅
』
の
設
置
、
日
野
宿
通
り
を
幕

末
・
明
治
維
新
の
街
並
み
に
再
生
す

る
こ
と
や
、
中
央
公
民
館
の
建
替
え
、

多
目
的
利
用
体
育
館
な
ど
、
お
金
の

か
か
る
公
共
事
業
や
公
共
施
設
の
建

設
計
画
が
目
白
押
し
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

第
三
次
「
行
革
」
の
概
要
明
ら
か
に 

  

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
を
直
撃 
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小
児
救
急
体
制
を
確
立
す
る
と

い
う
問
題
は
、
少
子
化
対
策
と
い

う
大
き
な
課
題
と
し
て
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
日
野
に
お
い
て
子
育
て

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
す
す
め

る
う
え
で
も
大
切
で
す
。 

 

私
は
子
育
て
世
代
の
一
人
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
取
り
あ

げ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
年
始

以
来
続
い
て
い
る
市
立
病
院
小
児

科
救
急
体
制
の
困
難
な
状
況
と
、

高
幡
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
内
で
始

ま
っ
た
平
日
準
夜
の
子
ど
も
診
療

所
の
現
状
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て

質
問
し
、
日
野
の
ま
ち
の
中
で
三

六
五
日
、
二
四
時
間
の
小
児
救
急

９月市議会・私の一般質問  

             中野あきと 

小
児
救
急
体
制
の
充
実
を 

体
制
を
確
立
す
る
よ
う
つ
よ
く
求

め
ま
し
た
。 

 

担
当
部
長
か
ら
「
子
ど
も
の
診

療
所
に
つ
い
て
は
来
年
度
以
降
、

週
三
日
に
拡
大
し
て
い
き
た
い
」

「
市
立
病
院
で
の
救
急
も
現
状
週

一
日
を
何
と
か
増
や
し
た
い
」
、

市
長
か
ら
は
「
ご
要
望
に
応
え
る

べ
く
努
力
し
た
い
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

急
患
た
ら
い
回
し
に
よ
る
死
亡

事
故
な
ど
、
日
野
の
ま
ち
で
は
そ

ん
な
不
幸
な
事
態
を
生
ま
な
い
た

め
に
も
、
今
後
も
お
り
に
触
れ
て

提
起
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

住
環
境
と
市
内
の
貴
重
な
緑
を
守
る
た
め
に 

 

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
土
地
利
用
の
流
動

化
、
活
性
化
を
誘
導
し
よ
う
と
し
、
政

府
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
開
発
や
建

築
な
ど
の
都
市
計
画
に
関
す
る
規
制
緩

和
策
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
間
、
斜
面

緑
地
の
開
発
や
、
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
が
次
々
と
行
な
わ
れ
、
住
環
境
を
お

び
や
か
す
事
態
が
進
行
し
て
き
ま
し
た
。

市
内
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

昨
年
、
共
産
党
市
議
団
は
、
丘
陵
地

に
豊
か
に
広
が
る
緑
地
の
開
発
を
規
制

す
る
条
例
を
提
案
し
、
市
も
動
か
し
て

実
現
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
私
は
更
に
、

今
回
の
質
問
で
、
盛
土
の
規
制
や
容
積

率
抑
制
の
た
め
の
規
制
条
例
も
制
定
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
提
案
し
、
市
長
も

「
ご
提
案
の
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

市
内
に
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
貴
重
な

自
然
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
壊

す
よ
う
な
開
発
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か

が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
自
治

体
が
持
つ
あ
ら
ゆ
る
機
能
、
権
限
を
発

揮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

お気軽にお出かけ下さい 

中野あきとの市政報告会のお知らせ 

 10 月 15 日(土)午後 2 時から 

    ところ豊田地区センター  

 10 月 16 日(日) 午後 1 時 30 分から 

    ところ南平西部地区センター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※公選法の関係で、紙上でお礼を述べることができません。 

〔総選挙〕東京２１区で日本共産党  

    比例前回比 1.1 倍・田川候補 1.5 倍 

取
ら
れ
た
土
手
に
、
彼
岸
花
だ
け

が
茎
を
の
ば
し
、
真
っ
赤
な
花
が

秋
の
彩
り
を
そ
え
て
い
ま
し
た
。

四
月
に
は
市
長
選
。
七
月
都
議
選
。

九
月
は
降
っ
て
沸
い
た
よ
う
な
総

選
挙
。
今
年
は
桜
も
ア
ジ
サ
イ
も
、

と
ん
と
ご
無
沙
汰
で
し
た
▼
冷
静

に
分
析
す
る
と
「
小
泉
マ
ジ
ッ
ク
」

は
、
騒
が
れ
て
い
る
ほ
ど
圧
倒
的

力
を
発
揮
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
れ
だ
け
の
大
芝
居
に
打
っ

て
出
て
、
獲
得
し
た
票
は
や
っ
と

半
分
で
す
。
し
か
し
小
選
挙
区
制

の
弊
害
は
深
刻
で
、
結
果
は
安
定

多
数
の
議
席
で
あ
る
こ
と
も
冷
厳

な
事
実
で
す
▼
「
党
名
が
ね
ぇ
」

「
イ
メ
ー
ジ
が…

」
。
こ
ん
な
声

が
対
話
で
寄
せ
ら
れ
た
の
も
「
入

れ
よ
う
と
思
う
が…

」
と
い
う
意

思
の
現
れ
で
も
あ
り
ま
す
。
「
注

目
と
期
待
を
よ
せ
な
が
ら
も
、
ま

だ
わ
が
党
に
投
票
し
て
い
な
い
方
々

も
含
め
た
多
く
の
国
民
の
皆
さ
ん

に
『
今
度
は
共
産
党
に
入
れ
よ
う
』

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
大
奮
闘
を
」
。

国
会
議
員
団
総
会
で
の
志
位
委
員

長
挨
拶
で
す
。
「
た
し
か
な
野
党
」

の
真
価
を
発
揮
し
て
、
躊
躇
な
く

「
日
本
共
産
党
」
と
書
い
て
頂
け

る
よ
う
、
が
ん
ば
り
ま
す
。 

短信 

 

久
し
ぶ
り
に
浅
川
の
堤
防
を

歩
き
ま
し
た
。
も
う
、
川
面
を

渡
る
風
は
涼
や
か
で
す
。
覆
っ

て
い
た
夏
草
が
き
れ
い
に
刈
り

しんぶん「赤旗」日曜版 9月 18日号 記事より 

 今回の総選挙結果は、一つ

の選挙区で１人しか当選しな

い小選挙区制が、民意を大き

く切り捨てるものである実態

を浮き彫りにしました。 

 自民党の小選挙区での得票

率は 47.8％(約 3252 万票)なの

に、議席占有率は 73％(219議

席)にのぼります。 47.8％の

得票率を、小選挙区の議席総

数 300 に比例させて計算すれ

ば143議席。76議席も、〝民意

を超えた〟議席を得たことに

小選挙区制害悪はっきり 
 ９月１１日投・開票の総選挙で、日本共産党は現有９議席、

東京で１議席を維持し、笠井亮氏が当選しました。２１区で

は、田川候補は議席には届きませんでしたが、比例前回比で

1.1 倍、選挙区では 1.5 倍の得票を得ました。 

４割台の得票で７割強の議席 

なります。 

 一方、民主党は得票率 36.4 

％(約2480万票)で、議席占有 

率は 17.3％(52議席)。得票率 

で計算すれば 109議席分にあ 

たります。 

 日本共産党は得票率 7.3％ 

(約 494万票)で議席占有率は 

ゼロ。得票率で計算すれば、 

22議席になります。「自民党 

圧勝」は、多数の「死票」を生み 

出した、制度の弊害のうえに 

なりたったものです。 

日野市における開票結果 

 ばたばたと総選挙がたたかわれ、あっ

という間に都議選から 3 ヶ月が過ぎて

しまいました。いま、改選後初の都議

会定例会の最中です。共産党都議団は、     

 「都議会改革に向けての提案」を提出

しています。政務調査費の収支報告書

に領収書を添付する。海外視察は当面

中止し、あり方を再検討する。高率の公費負担がある都議の年金

の抜本的改革などなど。時代の流れに沿った当然の内容です。  

先日、公明党議員の人から「まえに視察に行ったとき、昼間ビー

ルを飲もうとしたら、村松さんにダメと言われて自分のお金で

飲んだっけ」と言われました。私は当たり前のことを言ったつも

りなのですが…。 

 私が委員長になった文教委員会では、審議中は禁煙としました。

しかし、こんなことにもけっこう抵抗があるのです。これからも、

都民の目線でがんばります。 

 

「当たり前」のことが 

  実現できるように 

  

    《１１月の無料法律相談》 

村松みえ子事務所 午後６時～８時 

 定例の第一木曜日祝日のため１１月はありません 

市役所６階・共産党控室 午後１時～３時 

     １１月１０日（木）                         

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

         村松事務所 ℡582-0504  

         中野事務所  ℡599-3350 

比例代表 小選挙区(東京２１区) 

自民党  36,048(38.7%)  小川 友一 (自) 42,384(47.2%) 

民主党  29,437(31.6%) 長島 昭久 (民) 38,568(41.8%) 

公明党  9,640(10.3%) 田川ゆたか (共) 10,363(11.2%) 

共産党  9,153( 9.8%) 十河 豊  (無)    785( 1.4%) 

社民党  5,399( 5.8%)  

新党日本 3,489( 3.7%)  

 

小泉「郵政」 法 
案 

 36.4% 7.3% 

自民党 民主党 共産党 

得票率 

(小選挙区) 

 17.3% 
0% 議席占有率 

51.5％ ４８.5％ 

49.1％ 50.9％ 

賛
成 

反
対 

小選挙区 

比例代表 


